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令和２年７月豪雨災害復興祈念巡業令和２年７月豪雨災害復興祈念巡業
〜芦北場所〜〜芦北場所〜大相撲巡業大相撲巡業

芦北町出身力士が奮闘

正代と貴景勝の
　大関同士の激しい取組

　三段目の取組では大翔成（花岡西出身）三段目の取組では大翔成（花岡西出身）
が佐田ノ輝を終始安定した取口で寄り切りが佐田ノ輝を終始安定した取口で寄り切り
ました。ました。
　幕下の取組では大海（宮浦出身）が一回　幕下の取組では大海（宮浦出身）が一回
り体格が大きい玉正鳳（モンゴル・ウランり体格が大きい玉正鳳（モンゴル・ウラン
バートル出身）と取組。長身の相手に下からバートル出身）と取組。長身の相手に下から
攻め、そのまま押し出しで破りました。攻め、そのまま押し出しで破りました。

【写真説明】
　多くの人で埋め尽くされた会場　
　会場を彩る相撲のぼり
　会場に響き渡る櫓太鼓
　会場に響き渡る日本一の相撲甚句
　三役揃い踏み（正代・御嶽海・豊昇龍）
　翔猿を土俵際に追い込む佐田の海
　勧進元を代表して挨拶する竹﨑町長
　会場を埋め尽くす大入の大観衆
　相撲の禁じ手をコミカルに演じる初切
　ぶつかり稽古で佐田の海の胸を借りる大海
　どこにいっても観客に囲まれる力士たち
　お気に入りの力士はタオルで応援
　頭にかぶりものをして応援したちびっ子家族
　お相撲さんみたいに大きく育ちますように!
　全取組が終わると弓取式が行われる
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大
相
撲
冬
巡
業
の
芦
北
場
所
が
、令

和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
復
興
祈
念
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
、し
ろ
や
ま
ス
カ
イ
ド
ー
ム

で
開
催
さ
れ
、町
内
は
も
と
よ
り
県
内

外
か
ら
集
ま
っ
た
約
２
４
０
０
人
の
観

衆
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

当
日
は
朝
か
ら
公
開
稽
古
も
あ
り
、

午
前
９
時
の
開
場
前
か
ら
多
く
の
観
客

が
詰
め
か
け
ま
し
た
。

　
相
撲
の
禁
じ
手
な
ど
の
説
明
を
行
う

「
初
切
」で
は
、力
士
た
ち
が
面
白
お
か

し
く
演
じ
、観
客
の
笑
い
を
誘
っ
て
い
ま

し
た
。

　

2
3
4
5
6
7
8
9

　
中
入
で
は
芦
北
町
相
撲
甚
句
会
に
よ

る
復
興
甚
句
の
披
露
も
あ
り
、全
国
大

会
で
１
位
に
な
っ
た
歌
声
が
、観
客
で
埋

め
尽
く
さ
れ
た
会
場
に
響
き
渡
り
ま
し

た
。県
出
身
の
正
代
や
佐
田
の
海
ら
を

は
じ
め
、芦
北
町
出
身
の
力
士
「
大
翔

成
」と
「
大
海
」も
出
場
。２
人
の
取
組

み
が
始
ま
る
と
、会
場
は一気
に
大
き
な

拍
手
に
包
ま
れ
、観
客
は
郷
土
力
士
の

取
組
み
に
固
唾
を
呑
ん
で
見
守
っ
て
い

ま
し
た
。

▲玉正鳳の下から押す大海（右） ▲立合いで激しくぶつかる大翔成（右）
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当日の様子がTKU 特別番組で放送されます。当日の様子がTKU 特別番組で放送されます。
１２月３１日（土）１０：30 〜11：30

「大相撲が芦北町にやってきた」
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地域の身近な相談相手
「民生委員・児童委員」の皆さんを紹介します

浦　郁子
【田浦１・２】

迫本りゆ子
【田浦３・４】

松永愽子
【田浦町１・２の一部】

園田礼子
【田浦町１の一部】

赤山幸子
【田浦町２の一部】

川上俊子
【田浦町３・４】

山本つよ子
【小田浦１・２】

野口博司
【小田浦３・４】

川添重男
【小田浦５】

浪邉敬二
【小田浦６・７】

太田安則
【海浦１】

本田浩久
【海浦２】

川下律子
【波多島】

牧　正德
【井牟田１・２】

田
浦
地
区

吉
尾
・
大
野
地
区

松田修二
【大岩１・２・永谷】

寺口玲子
【吉尾・市居原】

瀬口秀子
【箙 瀬】

宮本　學
【上原 ･内木場】

坂本　繁
【白石・小口】

【岩屋川内・黒岩】
岩本秀人

【海路 ·高田辺】
　　木律子

山石一美
【鶴木山】

寺本久壽郎
【計石西】

江島茂松
【大丸団地・計石東】

白坂光雄
【白 岩】

簑田敏行
【椛島・山崎】

黒田順子
【川原・駅通 ･龍宮団地】

木ノ下文子
【芦 北】

松岡伸治
【道川内】

窪田光枝
【本町・上町】

佐
敷
地
区

上田幸秀
【新 町】

立岩登紀子
【花岡北・諏訪】

中原紀子
【田 川】

坂本悦子
【桑原・八幡】

中山幹男
【宮浦・伏木氏】 【花岡東】

川中一臣

梶原優美子
【 告 】

才荷ユミ子
【才木･長沢】

岡﨑晴夫
【本村・市野瀬 ·向原】

草野公子
【中園 ·松生 ·国見】 【塩浸 ･白木】

白畑　司

※
敬
称
略
【　
】内
は
担
当
地
区

遠山みちよ
【乙千屋】

楠原奈美子
【向 町】

村中秋男
【横居木】

15 人15 人

12 人12 人

19 人19 人

芦
北
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

　
　

会
長　
江
島
茂
松
さ
ん

　
少
子
化
や
核
家
族
化
に
よ
っ
て
地
域
の
つ
な
が

り
が
薄
れ
る
中
、高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
人
、子

育
て
や
介
護
を
し
て
い
る
人
な
ど
が
、周
囲
に
相

談
で
き
ず
孤
立
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い

ま
す
。

　
そ
こ
で
、地
域
の
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
、必

要
な
支
援
を
行
う
の
が
「
民
生
委
員・児
童
委
員
」

の
存
在
で
す
。

田
浦
地
区
続
き

　
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り

の
た
め
に
、様
々
な
活
動
を
し
て
い
る
「
民

生
委
員
・
児
童
委
員
」に
つ
い
て
ぜ
ひ
知
っ

て
い
た
だ
き
、活
動
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
令
和
４
年
12
月
〜
７
年
11
月
末
ま
で
の
民

生
委
員
・児
童
委
員
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
の

で
紹
介
い
た
し
ま
す
。　

　令和４年１２月１日付けで民生委員児童委員の新たな任期が始まりま
した。令和７年１１月３０日までの３年間で活動を行ってまいります。
　近年、委員の成り手不足が嘆かれ、芦北町においても後任探しに苦慮し
ましたが、定員６５名全員が厚生労働大臣からの委嘱状を伝達いただく
ことができました。
　委員６５名で組織する芦北町民生委員児童委員協議会においては、町
内各地でのＰＲ活動を始め、各小中学校や施設等への訪問、地域活動への
参加などを通して、皆様から信頼いただけるよう努力しています。
　また、このような協議会活動に加え、日頃は高齢者宅等の見守り、お困
り事の相談対応など、皆様に寄り添った活動を行っています。
　委員には守秘義務があり、皆様の秘密は固く守られます。
　皆様の身近な相談相手として、一人一人に寄り添った活動を行ってま
いります。緑のベスト・ジャンパーを着て活動していますので、見かけた
ら気軽にお声掛けください。
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緒方喜美代田爪奈緒美 鶴野京美
【湯浦東】

寺川陽子
【湯浦北】【橋本・山川】【湯南団地】

岩間正博
【栫・道園】

山口誠二吹本　徹 藤井節子
【寺川内・寺川内団地】

熊迫敏子
【馬場・広瀬団地】

神瀨文弘
【米 田】【丸 山】【豊岡・大川内西】

斉田修二
【大東・大南・尾奈古】

井川智恵平野ゆかり 森下雅子
【高岡・元大川内】

古田峻二
【古 石】

中野祐子
【田浦地区】【佐敷・吉尾地区】【湯浦・大野地区】

佐
敷
地
区
続
き

主
任
児
童
委
員

こんな時は悩まず　お近くの民生委員・児童委員にご相談を

民生委員・児童委員はあなたの身近な相談相手です。
地域の皆さまから受けた相談内容の秘密は守られます。
各地区を担当する民生委員・児童委員が不明な場合はお問い合わせください。
＊問い合せ先
福祉課　社会福祉係　☎（82）2511　（内線 157）

3 人3 人

浅野直子
【松生・大尼田】

湯野一之
【立川】

湯
浦
地
区

松﨑政司
【福浦・沖】

小﨑良一
【大崎・釜・小崎】

平生道男
【平 生】

16 人16 人

　・高齢者の一人暮らしで心配　　・在宅介護に疲れている　　・初めての子育てに不安がある
　・生活に困っている　　　　　　・子どもの非行・不登校に悩んでいる　など

緑
白
綬
有
功
章
受
賞
報
告

農
事
功
績
表
彰

　

松
本
喜
作
さ
ん
・

秀
子
さ
ん
（
米
田
）

夫
妻
が
農
事
功
績
表

彰「
緑
白
綬
有
功
章
」

を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

　
こ
れ
は
農
事
改
良

な
ど
へ
の
功
績
が
顕

著
な
人
へ
、公
益
財
団

法
人
大
日
本
農
会
が

授
与
す
る
も
の
で
、

熊
本
県
内
か
ら
は
松

本
さ
ん
夫
妻
を
含
め

２
組
が
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

　
松
本
さ
ん
夫
妻
は
「
農
業
を
始
め
て
５０
年
、福
祉
事
業
を
始

め
て
10
年
の
節
目
に
受
賞
で
き
、こ
れ
を一つ
の
励
み
に
し
て
、今

後
も
芦
北
町
や
熊
本
県
の
た
め
に
、農
業
振
興
な
ど
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
」と
受
賞
を
報
告
。

　
竹
﨑
町
長
は
「
常
に
時
代
を
先
取
り
さ
れ
、い
ち
早
く
ネ
ッ
ト

販
売
や
農
事
組
合
法
人
の
設
立
な
ど
に
取
り
組
ま
れ
、農
業
の

発
展
に
貢
献
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
敬
服
い
た
し
ま
す
。今
後
も
周

囲
に
力
を
与
え
続
け
て
い
た
だ
き
益
々
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を

祈
念
い
た
し
ま
す
」と
述
べ
ま
し
た
。

　
喜
作
さ
ん
は
、県
内
で
初
め
て
デ
コ
ポ
ン
を
導
入
し
、栽
培
技

術
の
確
立
や
普
及
に
尽
力
さ
れ
、秀
子
さ
ん
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ハ
ッ

ピ
ー
オ
レ
ン
ジ
を
設
立
。農
業
と
福
祉
の
連
携
促
進
を
図
る
こ

と
で
、地
域
の
活
性
化
に
力
を
入
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

▲松本さん夫妻（左・中央）と竹﨑町長

　
11
月
19
日
（
土
）創
立
１
５
０
周
年
を
迎
え
た
佐
敷
小
学
校
で

記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
４

～
６
年
生
の
１
２
８
人
の
児
童
、職
員
、関
係
者
が
出
席
。

　
濱
田
良
彦
校
長
が
「
今
回
の
１
５
０
周
年
記
念
式
典
の
テ
ー

マ
は
『
温
故
創
新
』で
す
。こ
の
式
典
を
き
っ
か
け
に
、佐
敷
小
の

歴
史
を
振
り
返
り
、皆
さ
ん
が
学
ん
だ
こ
と
が
、将
来
何
ら
か
の

形
で
生
か
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
」と
挨
拶
。

　
佐
敷
小
の
卒
業
生
で
も
あ
る
竹
﨑
町
長
は
「
こ
の
式
典
を
機

に
新
た
な
伝
統
を
築
か
れ
、そ
の
伝
統
の
上
に
さ
ら
な
る
創
造
を

重
ね
、次
の
２
０
０
年
に
向
か
っ
て
益
々
発
展
飛
躍
さ
れ
る
こ
と

を
祈
念
し
ま
す
」と
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
漫
画
家
の
村
枝
賢一さ
ん
、大
相
撲
の
大
海一成
さ

ん
、大
翔
成
友
希
さ
ん
、陸
上
選
手
の
井
川
龍
人
さ
ん
（
早
稲
田

大
学
）お
笑
い
芸
人
の
久
保
田
拓
人
さ
ん
（Everybody

）ら
、

各
界
で
活
躍
す
る
卒
業
生
の
お
祝
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
動
画
も
流
さ

れ
ま
し
た
。ま
た
、児
童
が
事
前
に
準
備
し
た
動
画
を
ス
テ
ー
ジ

に
映
し
出
し
、開
校
か
ら
こ
れ
ま
で
の
佐
敷
小
学
校
の
こ
れ
ま
で

の
軌
跡
や
各
学
年
に
よ
る
発
表
も
あ
り
ま
し
た
。

佐
敷
小
で
記
念
式
典

次
の
２
０
０
年
に
向
け
て

▲学年ごとに発表する児童たち
▼卒業生からの動画メッセージも流されました

　

11
月
20
日
（
日
）

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
田
浦
で
芦
北
町

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ

ン
テ
ス
ト
が
初
め
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、地
域
の

課
題
解
決
を
テ
ー

マ
に
芦
北
町
と
計

石
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
に
入
居
す
る

一
般
社
団
法
人
Ｈ
Ａ

Ｌ
Ｏ
が
学
生
を
対

象
に
初
め
て
開
催

し
た
も
の
で
、県
内
は
も
と
よ
り
、東
京
や
沖
縄
な
ど
か
ら
、６
組

９
人
の
高
校
生
と
大
学
生
が
参
加
し
、そ
れ
ぞ
れ
考
案
し
た
事

業
内
容
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　
竹
﨑
町
長
は
「
未
来
の
芦
北
を
考
え
る
意
味
あ
る
取
組
へ
参

加
く
だ
さ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
掴
む

き
っ
か
け
の
場
と
し
て
、程
よ
い
緊
張
感
の
中
に
も
楽
し
く
発
表

し
て
く
だ
さ
い
」と
挨
拶
。Ｈ
Ａ
Ｌ
Ｏ
の
小
山
光
由
樹
代
表
理
事
は

「
芦
北
の
新
た
な
賑
わ
い
を
創
る
に
は
、地
域
の
内
外
と
つ
な
が

る
こ
と
が
と
て
も
重
要
で
、こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
開
催
が
そ
の
き
っ

か
け
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
」と
話
し
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
最
優
秀
賞
に
は
、地
域
に
あ
る
花
か
ら
抽
出
し
た

「
花
酵
母
」を
活
用
し
た
ブ
ラ
ン
ド
酒
事
業
を
提
案
し
た
渡
邉

優
翔
さ
ん
（
東
京
農
業
大
学
）と
小
谷
未
知
さ
ん
（
青
山
学
院

大
学
）が
見
事
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。二
人
は
、花
き
生
産

者
な
ど
と
協
同
で
製
品
開
発
を
行
い
た
い
。先
の
豪
雨
災
害
で

被
災
し
た
人
の
心
や
地
域
を『
花
』を
使
っ
た
製
品
作
り
を
通
し
、

復
興
の一助
に
な
れ
れ
ば
」と
話
し
ま
し
た
。

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

芦
北
町
で
初
の
開
催

▲入賞者と審査員による記念撮影

2022．12 6広報あしきた
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芦
北
復
興
祭

　１１月５日に令和２年７月豪雨災害からの復興を祈念した「芦北復興祭」が開催されました。町商工会が企画主催したもので、昨年に１１月５日に令和２年７月豪雨災害からの復興を祈念した「芦北復興祭」が開催されました。町商工会が企画主催したもので、昨年に
つづき芦北大橋をLED で装飾し照らしました。照明の点灯式では、林田燿宏商工会会長が「復興に向けて気持ちを新たに頑張っていつづき芦北大橋をLED で装飾し照らしました。照明の点灯式では、林田燿宏商工会会長が「復興に向けて気持ちを新たに頑張ってい
きたい」と挨拶。竹﨑町長は「これからは心の復興がとても大切。みなさんと気持ちを一つにして進んでいきたい」と述べました。そのきたい」と挨拶。竹﨑町長は「これからは心の復興がとても大切。みなさんと気持ちを一つにして進んでいきたい」と述べました。その
後、会場でカウントダウンが始まり、照明が灯ると同時に、澄み渡る秋の夜空に花火が大輪の花を咲かせていました。後、会場でカウントダウンが始まり、照明が灯ると同時に、澄み渡る秋の夜空に花火が大輪の花を咲かせていました。

2022．12 8広報あしきた

◦プ ロに学 ぶ！野 球 教 室
　１１月３日（木・祝）に芦北町地域間交流スポーツグ
ラウンドで、プロ野球ソフトバンクホークス元投手の新
垣渚さんらによる野球教室が開催されました。これは、
野球を楽しみ、チームメートとの絆や他のチームとの交
流を図ってもらおうと、熊日水俣・芦北店主会が企画。
豪雨災害の復興支援も兼ねて開催されました。参加した
湯浦ユーキーズの齊藤秀飛さん（湯浦小６年生・ピッ
チャー）は「イメージしてピッチングすることが大切だ
と教えてもらいました。これからは意識して練習します」
と目を輝かせ話していました。▲バッティングについて指導を受ける球児

▲ピッチングについて真剣な眼差しで指導を受ける球児 ▲低く構えてボールをキャッチ！

　１１月２０日（日）に道の駅芦北でこぽん駐車場
で、３年ぶりに「復興へ向けて！芦北町国際交流まつり
２０２２」が開催されました。竹﨑町長は「ロシアのウ
クライナ侵攻など世界的に情勢は不安定だが、こういう
時だからこそ、国際交流の大切さを伝えていきたい」と
挨拶しました。ステージでは、あしきた・まちのこども
園と計石保育園の園児による太鼓の演舞などがあり、会
場では、大野小児童によるカンボジア学校建設募金米の
販売もありました。世界の料理が堪能できるキッチン
カーや飲食店も出店し、来場者は国際色豊かな食も楽し
んでいました。

◦復興へ向けて！

▲力強く太鼓を演奏する保育園児

国際交流まつり2022

▲世界の料理も販売▲カンボジア学校建設募金米について発表する大野小児童

▲点灯式で挨拶する林田燿宏商工会会長 ▲多くの人で賑わう夜の祭り会場

▲豪華賞品が当たるじゃんけん大会も大賑わい ! ▲動物との触れ合いで心の復興も !

広報あしきた　9 2022．12

秋
空
に

　
　
復
興
の
願
い
を
込
め
た

　
　
　
　
大
輪
の
花
が
咲
く



2022．12 10広報あしきた　11 広報あしきた2022．12

　
私
は
10
月
末
に
横
浜
市
で

実
施
さ
れ
た
、自
治
体
国
際

化
協
会
主
催
の
令
和
４
年
度

JET

プ
ロ
グ
ラ
ム
国
際
交
流

員
（CIR

）中
間
研
修
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

研
修
に
は
約
２
５
０
人
の
国

際
交
流
員
が
参
加
し
て
い
ま

し
た
。全
国
の
都
道
府
県
や

市
町
村
で
国
際
交
流
事
業
を

行
っ
て
い
る
仲
間
と
話
す
こ

と
が
で
き
、今
後
の
芦
北
町

で
の
活
動
の
参
考
に
な
り
ま

し
た
。

　

国
際
交
流
員
の
働
く
場

所
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

在
ロ
ン
ド
ン
日
本
大
使
館
で

国
際
交
流
員
の
仕
事
を
申
し

込
む
と
き
に
、ど
の
よ
う
な

職
場
に
派
遣
さ
れ
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。例
え
ば
、私
は
芦

北
町
の
企
画
財
政
課
で
働
い

て
い
ま
す
が
、同
時
期
に
同

じ
仕
事
を
申
し
込
ん
だ
イ
ギ

リ
ス
人
の
知
り
合
い
は
、現

在
、さ
い
た
ま
市
の
盆
栽
美

術
館
で
国
際
交
流
員
と
し
て

働
い
て
い
ま
す
！
ま
た
、芦

北
町
は
国
際
交
流
に
と
て
も

力
を
入
れ
て
い
る
た
め
、国

際
交
流
員
と
し
て
私
が
い
ま

す
が
、熊
本
県
内
の
町
役
場

で
働
い
て
い
る
国
際
交
流
員

は
私
だ
け
で
す
！
私
の
他
に

熊
本
県
に
９
人
の
国
際
交
流

員
が
い
ま
す
が
、全
員
が
県

庁
と
県
内
の
市
役
所
に
い
ま

す
。そ
の
た
め
、中
間
研
修
で

初
め
て
他
の
町
役
場
で
活
動

し
て
い
る
国
際
交
流
員
に
出

会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
翻
訳
や
通
訳
、

イ
ベ
ン
ト
企
画
な
ど
に
つ
い

て
学
び
、先
輩
の
国
際
交
流

員
に
相
談
す
る
こ
と
も
で
き

ま
し
た
。私
が
芦
北
町
に
来

て
か
ら
約
１
年
経
ち
ま
す
。

楽
し
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
し

ま
し
た
し
、考
え
実
施
し
ま

し
た
。試
行
錯
誤
し
な
が
ら

コ
ロ
ナ
禍
で
も
開
催
で
き
る

イ
ベ
ン
ト
の
計
画
や
、参
加

者
を
増
や
す
た
め
の
募
集

方
法
な
ど
、そ
し
て
回
覧
や

決
裁
、年
功
序
列
な
ど
の
日

本
の
自
治
体
で
慣
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
に
つ
い
て

も
色
々
話
を
聞
く
こ
と
が
で

き
、貴
重
な
体
験
が
で
き
ま

し
た
！

　

ど
ん
ど
ん
寒
く
な
っ
て
い

き
ま
す
の
で
み
な
さ
ん
も

お
体
に
気
を
付
け
て
く
だ

さ
い
。私
も
中
間
研
修
で
身

に
つ
け
た
ス
キ
ル
を
活
か
し

て
、芦
北
町
で
の
活
動
を
頑

張
り
ま
す
！

▲国際交流員の仲間たちと

国際交流員 Vol.11
ルーク・ボールドウィン

ルークの交流
　　 コーナー

▲ Instagram

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

百
歳
賀
寿

百
歳
賀
寿

寺 﨑 ト シ 子 さん
（計石東）

　若い頃は、農業や漁業で汗
を流し頑張ってきたトシ子さ
ん。以前は趣味で「グラウンド
ゴルフ」やご主人と一緒に「書
道」を楽しんでいたとのこと。
家庭では６人の子どもに恵ま
れ、得意な料理で家族を喜ば
せていました。最近の楽しみ
は、新聞を読むことやテレビを
観ること。また、孫やひ孫が会
いに来てくれることも楽しみ。

　若い頃は農業に汗を流し、米
やたばこを栽培していたチヨ
モさん。家庭では６人の子ども
に恵まれ、立派に育て上げら
れました。
　趣味は歌を歌うこと。今は新
清苑で楽しく生活しており、最
近の楽しみはレクリエレーショ
ンに参加すること。

　プロ野球チームの巨人や
アイドルの嵐が好きなミキさ
ん。結婚を機に家庭に入られ、
５人の子どもに恵まれました。
趣味は新聞を読むことで、今
でも大きい字には目を通され
ます。また、感謝の気持ちを
忘れない性格でと話し「しあ
わせ」とよく口にされるそうで
す。よく歩くことが長生きの秘
訣とも。 白 坂 ミ キ さん

（花岡西）

　以前は趣味で、茶道、華道、
日本舞踊、ちぎり絵などを楽し
まれていた福枝さん。　
　結婚を機に家庭に入られ、３
人の子どもに恵まれ、育て上
げられました。
　人とお話しすることが大好
きで、長生きの秘訣はよく食
べること! 家族の中で一番食
べられることもあるそう。牧 野 チ ヨ モ さん

（湯浦南）
渕 上 福 枝 さん

（花岡西）

◦遠足で地域の人に元気を！

▲参加者を前に踊りを披露する児童とくまモン

　１１月２５日（金）に大野小学校の秋の遠足が実施さ
れ、大野小学校から目的地の「告生涯学習センター」ま
での 7.8㎞の道のりを元気に歩きました。今回の遠足は
先の豪雨災害で被害に遭った地区住民の話を聴くこと
と、児童たちの元気を届けることを目的に計画。
　３月のお別れ遠足では白石地区を訪問し交流を図った
ことから、今回は告地区を訪問しました。（どちらも校
区内）目的地では、告地区のお年寄りが児童たちをお出
迎え。サプライズでくまモンも登場し、多世代に渡る交
流がスタート。児童の発表や肩もみが行われ、参加者の
笑い声が山間の集落にこだましました。

◦ローラーリュージュ大会
　１１月２７日（日）に芦北海浜総合公園で第２１回芦
北ローラーリュージュ大会が開催されました。３年ぶり
に開催された今大会には、福岡県や宮﨑県など県内外の
小学生から大人まで８１人がエントリー。開会式では一
田きいなさん（大野小６年）瑚夏さん（大野小４年）姉
妹が「安全運転を１番に果敢に挑みます」と元気よく選
手宣誓し競技がスタート。絶好の秋晴れの中、海からの
心地よい風を受けながら、参加者はスタートからゴール
までを駆け抜けていました。

▲参加者全員で記念撮影

◦今年も太か柿がとれました

▲左から松下部会長・白坂組合長・竹﨑町長

　１１月２日（水）役場で「芦北太秋柿」の贈呈式があ
りました。当日はＪＡや生産者など関係者５人が竹﨑町
長を表敬訪問。ＪＡあしきた白坂主税組合長から、大き
く実った太秋柿が贈呈されました。柿部会松下政信部会
長が「戻り梅雨や連日の猛暑、台風の影響など心配しま
したが、病害虫の被害も少なく玉太りがよく、食味がい
い柿に仕上がりました」と挨拶。竹﨑町長は「立派な柿
をありがとうございます。これからも芦北の農業をしっ
かりＰＲし、今後も生産者に寄り添う支援に注力してま
いります」と話しました。　

　１１月６日（日）告地区棚田オーナー制度の感謝祭が
ありました。平成１２年から始まった同制度ですが、令
和２年７月豪雨によって、水路などが被災したため作付
けができなくなりました。これまで参加したオーナーや
その家族・友人が集まり、告地区の方々と思い出の棚田
でグラウンドゴルフを行い、最後の交流会を楽しみまし
た。告地区棚田保全協議会会長の告鍬信男さんは「これ
でオーナー制度は終わりとなりますが、皆さんとのご縁
を大切にしていきたいです」と思い出を振り返りながら
話しました。

◦告棚田オーナー感謝祭

▲参加者全員で記念撮影

まちまちののわだいわだい

ⓒ2010 熊本県くまモン
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一般会計歳入歳出決算の状況
　令和３年度の一般会計の決算額は、歳入が181
億 7,471 万円（前年度比 1.1％減）で、歳出は
169 億 6,846 万円（前年度比 3.6％減）となり、
歳入から歳出を差し引くと12億625万円の黒字
となりました。このうち1億2,343万円が令和4
年度に引き続き実施する事業の費用（繰越財源）
に充てられるため、実質的な収支は10億8,282
万円の黒字となりました。

１

特別会計の決算状況
会　　計 歳 入 決 算 歳 出 決 算

国民健康保険事業（事業勘定） 34 億 265 万円 31 億 6,278 万円
国民健康保険事業（直診勘定） 257 万円 257 万円
介護保険事業 26 億 7,803 万円 24 億 3,084 万円
農業集落排水事業 3 億 6,480 万円 3 億 6,473 万円
生活排水処理事業 5,332 万円 5,332 万円
町有温泉事業 1 億 2,234 万円 1 億 2,234 万円
奨学資金貸付事業 2,816 万円 2,816 万円
後期高齢者医療事業 2 億 7,942 万円 2 億 7,755 万円

合　計 69 億 3,129 万円 64 億 4,229 万円

２

　特別会計とは、特定の事業を
展開するに当たって、それぞれ
の事業収入で独立採算を原則と
して運営する会計のことです。
芦北町には、８つの特別会計が
あります。

　財政公表は、みなさんから納めていただいた税金や、国や県からの補助金などがどのように使われたのかを
毎年６月と 12 月に公表するものです。詳しい内容については、芦北町ホームページでもご覧になれます。

歳入
歳入の構成比は、国庫支
出金が全体の 28.5％と
最も多く、次いで地方交
付税、町債の順となって
います。地方交付税を主
とする依存財源に頼らざ
るを得ない構成は変わら
ないものの、災害復旧に
係る財源として国庫支出
金及び町債が増えていま
す。

※金額は万円単位に端数処理（切り上げ・切り捨て）をして表示しています。

依存財源
　国や県の意思決定に基づいて配分される財源
地方交付税
　どの自治体でも一定の行政サービスを受けるこ
とができるように国が配分するお金
国庫支出金、県支出金
　特定の事業を行うため国または県から交付され
るお金
町債
　公共事業などの財源として借り入れるお金

用語説明

令和３年度　決 算 報 告

　芦北町の財政は健全な状態を保っています
　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」により、健全化判断比率と資金不足比率の公表が義務付
けられています。芦北町の財政は、警戒ラインとなる早期健全化基準を下回っており「健全な状態」にあ
ります。資金不足比率についても全ての企業会計において資金不足額はありません。

３　

指標 令和 3 年度 早期健全化基準 財政再生基準 指標の説明

実質赤字比率 赤字なし 14.20% 20.0% 一般会計等（一般会計・温泉会計・奨学資金会計）の
赤字の程度を示した指標です。

連結実質赤字比率 赤字なし 19.20% 30.0% 全会計の赤字の程度を示した指標です。

実質公債費比率 4.3% 25.0% 35.0% 過去３年間の借入金返済額の大きさを示した指標で
す。

将来負担比率 － 350.0% 借入金や将来支払っていく可能性のある負担等の大き
さを示した指標です。

●健全化判断比率

●資金不足比率

●その他の指標

　水道事業会計、農業集落排水事業特別会計、生活排水処理事業特別会計のいずれの会計も資金不
足は発生していません。

指標 令和 3 年度 指標の説明

経常収支比率 86.3%
財政構造の弾力性の目安となる指標です。経常的な収入が経常的な支出にどのくら
い充てられるかが示されます。この数値が高くなるほど財政構造が硬直化している
と言えます。

財政力指数 0.35 標準的な行政運営を行った場合、必要な経費に対してどのくらいの自前の収入（税
収など）があるかを表しています。１に近いほど財政に余裕があるとされています。

目的別の構成比では、民
生費が 21.8％と最も多く、
次いで災害復旧費、衛生費
の順となっています。歳出
総額が前年度と比べ 3.6％
の減となっており、前年度
と比較すると歳出総額は減
少していますが、令和２年
７月豪雨に伴う災害復旧費
は増額しています。

歳出

　
　
依
　
存

　
財　
源　　自　主　財

　
源一般会計

歳入総額
181億

7,471万円

町税町税
18億4,640万円18億4,640万円

（10.2％）（10.2％）

分担金・負担金分担金・負担金
使用料・手数料使用料・手数料
2億1,372万円2億1,372万円

（1.2％）（1.2％）
繰越金繰越金
7億7,422万円7億7,422万円

（4.3％）（4.3％）
財産収入・その他財産収入・その他
8億3,120万円8億3,120万円

（4.5％）（4.5％）

地方交付税地方交付税
48億27648億276万円万円
　（26.4％）　（26.4％）

地方譲与税
1億3,577万円

（0.7％）

国庫支出金国庫支出金
51億8,660万円51億8,660万円

（28.5％）（28.5％）

町債町債
22億8,015万円22億8,015万円

（12.6％）（12.6％）

県支出金
16億7,300万円16億7,300万円

（9.2％）（9.2％）

地方消費税地方消費税
交付金等交付金等
4億3,089万円4億3,089万円

（2.4％）（2.4％）

一般会計
歳出総額

169億
6,846万円

土木費土木費
7億7,429万円7億7,429万円

（4.6％）（4.6％）

農林水産業費農林水産業費
9億348万円9億348万円

（5.3％）（5.3％）

消防費
4億7,841万円4億7,841万円

（2.8％）（2.8％）

商工費商工費
7億8,028万円7億8,028万円

（4.6％）（4.6％）

議会費議会費
1億1,361万円1億1,361万円

（0.7％）（0.7％）

民生費民生費
36億9,964万円36億9,964万円

（21.8％）（21.8％）

公債費公債費
10億3,938万円10億3,938万円

（6.1％）（6.1％）

総務費総務費
19億9,092万円19億9,092万円

（11.7％）（11.7％）

教育費教育費
11億7,542万円11億7,542万円

（6.9％）（6.9％）

衛生費衛生費
27億6,121万円27億6,121万円

（16.3％）（16.3％）

災害復旧費災害復旧費
32億5,181万円32億5,181万円

（19.2％）（19.2％）
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　本年度、町内の小中学生を対象に「芦北町立図書館ＰＯＰコンテスト」を初めて開催し
ました。本のＰＯＰとは、オススメの本をイラストとともに紹介するカードのことです。５７２
件の応募の中から優秀賞作品を紹介します。作品については、その他の入賞作品とあわせ、
町立図書館に展示します。

展示期間：令和５年１月１４日（土）〜２月１２日（日）

令和４年度芦北町立図書館
POP コンテスト優秀賞作品

「まよなかのくしゃみたいかい」
佐敷小 1 年
早川　星空

「ストーブのふゆやすみ」
内野小 2 年
髙田　望奏

「みそができるまで」
佐敷小 3 年
橋口　周平

「めいちゃんの 500 円玉」
佐敷小 4 年
山田　真綾

「百人一首 - 百の恋は一つの宇宙 ••• 永遠にきらめいて」
大野小 5 年
白樫　美波

「地雷のない世界へ - はたらく地雷探知犬」
内野小 6 年
田浦　心愛

「生き残りゲームラストサバイバル」
湯浦中 1 年
永里　莉来

「一瞬を生きる君を、僕は永遠に忘れない」
田浦中 2 年
松永　明莉

「表参道高校合唱部」
湯浦中 3 年
木村穂乃香

小 学 生

中 学 生

だより

　
２
０
２
０
年
12
月
に
開
催
し
た
「
わ
た
し
が
選
ん
だ
富
弘
さ
ん

展
」
の
第
２
弾
で
す
。
本
展
で
は
、
美
術
館
に
設
置
し
て
い
る
来

館
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
結
果
を
ま
と
め
、「
あ
な
た
の
好
き
な

作
品
は
何
で
す
か
？
」
で
挙
げ
ら
れ
た
人
気
の
高
い
作
品
を
特
集

展
示
し
ま
す
。ま
た
、季
節
の
常
設
展
で
は「
一
枝
の
椿
」や「
難
転
」

な
ど
冬
を
テ
ー
マ
と
し
た
詩
画
作
品
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
、

こ
の
機
会
に
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

◀
作
品
紹
介　
ぺ
ん
ぺ
ん
草
／
１
９
７
９
年

 

特
別
展

　『
わ
た
し
が
選
ん
だ
富
弘
さ
ん
展 
Ｖ
ｏ
ｌ
.
２
』／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
季
節
の
常
設
展
『
冬
』 

開
催
中

絵本の読み聞かせ

図書館図書館
  新着図書紹介  新着図書紹介

〇
特
別
展
『
わ
た
し
が
選
ん
だ
富
弘
さ
ん
展 

Ｖ
ｏ
ｌ
.
２
』
／

　
季
節
の
常
設
展
『
冬
』　

　
期　
　
間　
令
和
５
年
３
月
12
日
（
日
）
ま
で

　
開
館
時
間　
午
前
9
時
～
午
後
5
時

　
休
館
日　
第
2
・
4
月
曜
日
（
祝
日
除
く
）

開催日　第２・４日曜日
時　間　①11：00　②15：00
場　所　子どもの広場

今月の展示

湯 浦 小 学 校１年 生 　 工 作 展

　火・木・金　 10：00 〜 18：00
　水　　　　 10：00 〜 20：00
　土・日・祝　  9：00 〜  17：00

利用時間（月曜休館）

　
一般図書
児童書
絵本
合計
蔵書総数

87 冊
22 冊
18 冊

127 冊
５７，875 冊

新着図書数 １2 月分

おすすめの新着図書 著　者 出版社
越境刑事 中山　七里 PHP 研究所

そして誰もゆとらなくなった 朝井　リョウ 文藝春秋

「静かな人」の戦略書 ジル・チャン ダイヤモンド社

女性の覚悟 坂東　眞理子 主婦の友社

筋トレ最高の食事術 川端　理香 EDITORS

瓢簞から人生 夏井　いつき 小学館

マインクラフトで楽しく学べる ! 地球のひみつ大図鑑 左巻　健男 宝島社

キモイけど実はイイヤツなんです。 ろう KADOKAWA

とんかつのぼうけん 塚本　やすし ポプラ社

からっぽのにくまん まつなが　もえ 白泉社

ハコフグのねがい

「みなまた・あしきたギョギョギョ大使」の
さかなクンがかきおろした絵本です。主人
公は、さかなクンがかぶっている帽子でお
なじみの「ハコフグちゃん」。はじめは自
分に自信が持てなかったハコフグちゃん
が、広い海でいろんな生きものたちと出
会い、お話をしていくストーリー。ときに
は叱られたり、ときには想像をめぐらせて
…。最後は、とっても大切なことに気づき
ます。

さかなクン／著　講談社

令和４年１２月２２日（木）から
　　令和５年１月２２日（日）まで

※12/29 〜1/3 は休館します



2022．12 16広報あしきた　17 広報あしきた2022．12

　狂言師・九世野村万蔵の指導のもと、お馴染み
のタレント達が本気で古典狂言に取り組み完成さ
せた古典の伝統と現代の笑いが融合した特別企画。
　大人からお子様までご家族揃ってご覧あれ！
▶公演日　令和５年 1 月 29 日（日）
▶︎会　場　八代市鏡文化センター
▶︎時　間　開場 /13：30　開演 /14：00
▶︎観覧料　一般 3,000 円、高校生以下 2,000 円
　　　　　大人こどもペア 4,000 円
　　　　　※当日券は各 500 円増
　　　　　※未就学児の入場はご遠慮ください
▶プレイガイド
　八代市鏡文化センター、お祭りでんでん館
　アーバンショッピングシティ、珈琲店ミック
＊問い合わせ先
　　八代市鏡文化センター
　　☎︎ 0965（52）1114

※新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、イベントが中止になる場合があります。
　お出かけ前にイベントが開催されているかをご確認ください。

子育て支援センター  （１月の行事）
10日（火）　・新春お茶会
16日（月） 〜 27日（金）
　　　　　 ・リサイクルバザーの準備をしよう  
31日（火）　・身体測定、育児交流会
※子育て支援センターは未就園児と保護者なら誰でも利用 
　できます。（一時保育も行っています）
※子育て仲間づくりや情報交換にお気軽にご利用ください。
利用時間  毎週 月曜日〜金曜日
　           9：00 〜 12：00/13：00 〜 15：00
＊問い合わせ先
　　子育て支援センター（田浦保育園）
　　☎（87）0034

《芦北児童館》
「凧を作って遊ぼう！」
▶︎日時　1 月 8 日（日）13：30 〜 15：30
▶︎内容　身近な材料で凧を作って遊びます。

《湯浦児童館》
「コマを作り、お正月遊びを楽しもう！」
▶︎日時　1 月 21 日（土）13：30 〜 15：30
▶︎内容　コマを手作りしてお正月遊びをします。
利用時間　毎週 火曜日〜日曜日 
               10：00 〜 17：00
＊問い合わせ先　芦北児童館　☎（82）3036
　　　　　　　　湯浦児童館　☎（86）0074

児童館からのお知らせ（１月の行事）

芦北町・八代市・氷川町定住自立圏
イベント情報

　津軽三味線をはじめとする、和楽器の魅力溢れ
る演奏をお楽しみください。
▶︎公演日　令和５年２月 4 日（土）
▶︎会　場　水俣市文化会館
▶︎時　間　開場 /13：30　開演 /14：00
▶︎観覧料　高校生以下　  500 円　
　　　　　一　　　般　1000 円
　　※全席自由。未就学児は入場できません。
▶︎チケット　12 月 1 日（木）から下記プレイガ
　　　　　　 イドにて発売
▶︎プレイガイド
　生協くまもと水光社本店
   もやい館２階受付
   ブックシティ一心堂
＊問い合わせ先
　もやい館　
　☎（62）3120

津軽三味線
　「あ べ や」水 俣 公 演

芦北町・水俣市・津奈木町広域
イベント情報

水俣市

津奈木町　つなぎカマスフェア

　旬の野菜や果物などのほか、おみやげ品などを
販売しています。冬の時期はイチゴやトマトのほ
か、バンペイユやミカンなどの柑橘類が豊富に揃
っています。
▶︎場　所　八代郡氷川町大野 875 番地 3
▶︎時　間　9：00 〜 18：00
▶︎休館日　第 2・第 4 水曜日
＊問い合わせ先
　　道の駅竜北
　　☎︎ 0965（53）5388

氷川町 道 の 駅 竜 北

八代城築城 400 年記念
　「古今狂言会」八代市

　焼くとふわっとした食感になるカマス。この時期
は特に脂が乗るため上品な味が楽しめます。各店舗
自慢のカマス料理をこの機会にぜひご賞味ください。
▶︎期間　12 月 3 日（土 ) ～ 12 月 30 日（金）
　※漁獲状況により、フェア開始日を変更することがあります。

▶︎対象店舗　末広屋、かんなり、かねやまうどん、
　　　　　　つなぎ温泉四季彩、つなぎ百貨堂 
＊問い合わせ先　
　　つなぎ食の振興協議会（津奈木商工会内）
　　☎︎（78）3580

◆ 申込用紙は次のいずれかの方法で請求してください。
　①芦北町役場総務課に来庁し、請求　②芦北町ホームページからダウンロード
　③郵便で請求封筒の表に、「芦北町職員採用試験申込書請求」と朱書きし 140 円切手を貼った宛先明記の返信用
　　封筒（角 2）を同封のうえ請求。※電子申請もできます。

◆受付期間　12 月 12 日（月）〜 1 月 4 日（水）※当日消印有効
　 受付時間は、午前 8 時 30 分〜午後 5 時まで。土、日、12/29 〜 1/3 除く　

試験会場：芦北町役場 3 階会議室
職　種 採用予定人数 受験資格 試験内容

一般事務
（高卒程度） ３人程度 平成 7 年 4 月 2 日から平成 17 年 4 月 1 日

までに生まれた者
教養試験（高校卒業程度）
作文試験

 試験日時  １月２２日（日）8 時 30 分〜

芦北町職員採用試験（追加募集）一般事務

芦 北 町 会 計 年 度 任 用 職 員 募 集

◆受 付 期 間　　令和４年 12 月  21 日（水）〜令和５年 1 月 13 日（金）
◆任用開始日　　令和５年４月１日
◆勤 務 場 所　　芦北町役場、出張所、各施設など
◆職 種　　警備（宿直業務）、事務（一般）、清掃作業員、施設維持管理・受付、学校支援員、
　　　　　　　　学校校務員、保健師、重機オペレーター など

　会計年度任用職員とは、職員の補助として、一会計年度内を任期として任用される非常勤の公務員です。
　業務内容は、正規職員の補助的業務や専門的業務などを行います。報酬、業務内容、任用形態、任期など詳
細については、ホームページをご覧になるか、総務課総務係へお尋ねください。

※上記以外の季節的雇用などについては、必要に応じて随時募集します。
◆ 問い合わせ先　芦北町役場　総務課　☎（８２）２５１１（内線２１４）

年末年始の営業案内

◯：通常営業（時間記載分を除く）　×：休業日

施設名 28 日（水）29 日（木）30 日（金）31 日（土） １日（日）２日（月）３日（火）４日（水）

御
立
岬

温泉センター ◯ × × ◯
12:00 〜 20:00 ◯ ◯ ◯ ◯

公　園 ◯ × × × ◯ ◯ ◯ ◯
マリンハウス
ミニログハウス × × × ◯

※宿泊対応 ◯ ◯ ◯ ◯

物産館肥後うらら ◯ ◯ ◯ ◯
17:00 まで × ◯ ◯ ◯

たばくまん（レストラン） ◯ ◯ ◯ × × ◯ ◯ ◯
芦北海浜総合公園 ◯ × × × × ◯ ◯ ◯

大野温泉センター ◯ ◯ ◯ ◯
16:00 まで

× × ◯ ◯

ヘルシーパーク芦北 ◯ ◯ ◯ ◯
18:00 まで × ◯

レストラン休み
◯

レストラン休み ◯
計石温泉センター
湯浦温泉センター ◯ ◯ ◯ ◯

18:00 まで × ◯ ◯ ◯

しろやまスカイドーム
交流センター × × × × × × × ◯

9:00 〜 17:00

温泉プール × × × × × ◯
10:00 〜17:00 × ◯

星野富弘美術館
活性化センター
岩崎グラウンド
コミュニティセンター

◯ × × × × × × ◯

えび庵 × ◯ × × × × × ×
カキ小屋 × ◯ ◯ ◯

12:00 まで × × ◯ ×
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①
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１
月
13
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
10
時
30
分
か
ら
１
時
間

⑥
入
札
参
加
申
込
期
日　

　
　
　
　
　
　
令
和
５
年
１
月
23
日
（
月
）
17
時
ま
で

⑦
入
札
日
時　
令
和
５
年
２
月
６
日
（
月
）
13
時
30
分

⑧
入
札
場
所　
県
南
広
域
本
部
芦
北
地
域
振
興
局
３
階

　
　
　
　
　
　
大
会
議
室

＊
問
い
合
わ
せ
先

　
　
熊
本
県
総
務
部
総
務
私
学
局
財
産
経
営
課

　
　
　
☎ 

０
９
６
（
３
３
３
）
２
０
８
８

県
有
地
を
売
却
し
ま
す

お 知 ら せ お 知 ら せ
　
役
場
本
庁
舎
計
画
停
電
に
伴
い
、証
明
書
自
動
交
付
機

が
、本
庁
舎
及
び
田
浦
支
所
と
も
に
利
用
で
き
ま
せ
ん
。ご

迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

◦
利
用
停
止
期
間　
12
月
29
日
（
木
）　
８
時
45
分
〜
17
時

＊
問
い
合
わ
せ
先

　
　
総
務
課
監
理
管
財
係
（
内
線
２
１
３
）

証
明
書
自
動
交
付
機
の
利
用
停
止
に
つ
い
て

　
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
の
絵
画
作
品
を
約
３
０
０

点
、
工
作
作
品
を
約
１
５
０
点
展
示
し
ま
す
。

◦
期　
間　
令
和
５
年
１
月
14
日
（
土
）
〜
１
月
22
日
（
日
）

　
　
　
　
　
10
時
〜
18
時

◦
場　
所　
ヘ
ル
シ
ー
パ
ー
ク
芦
北　
２
階　

＊
問
い
合
わ
せ
先

　
　
葦
北
郡
小
中
学
校
図
工
・
美
術
教
育
研
究
会

　
　
事
務
局　
田
浦
中
学
校　
☎
（
８
７
）
０
０
２
６

葦
北
郡
小
・
中
学
校
こ
ど
も
美
術
展
開
催

　
令
和
５
年
度
及
び
令
和
６
年
度
に
芦
北
町
が
発
注
す
る

建
設
工
事
に
係
る
競
争
入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
建
設

業
者
で
、
熊
本
県
内
に
本
社
を
有
す
る
事
業
者
及
び
芦
北

町
が
発
注
す
る
物
品
の
購
入
、
賃
貸
借
、
役
務
の
供
給
等

に
係
る
競
争
入
札
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
事
業
者
は
、
芦

北
町
競
争
入
札
参
加
者
資
格
審
査
申
請
要
領
に
よ
り
、
申

請
書
及
び
必
要
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
受
付
業
種
及
び
受
付
期
間

　
①
県
内
建
設
工
事
業
者

　
　
令
和
５
年
１
月
４
日
〜
令
和
５
年
１
月
31
日

　
②
物
品
・
役
務
等
業
者

　
　
令
和
５
年
２
月
１
日
〜
令
和
５
年
２
月
28
日

※
申
請
書
類
は
、
芦
北
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー　
　

　
ド
す
る
か
、
監
理
管
財
係
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

＊
問
い
合
わ
せ
先　

　
　
総
務
課
監
理
管
財
係
（
内
線
２
１
５
）

芦
北
町
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査

　
　
　
　
申
請
書
の
定
期
受
付
に
つ
い
て

　
商
品
購
入
ト
ラ
ブ
ル
や
投
資
話
、
借
金
等
、
お
金
の
こ

と
で
お
悩
み
の
人
は
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。（
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
）

◦
日　
時　
令
和
４
年
２
月
５
日
（
日
）

　
　
　
　
　
９
時
〜
12
時
、
13
時
〜
16
時

◦
場　
所　
八
代
市
役
所
２
階　
八
代
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

◦
対
象
者　
芦
北
町
の
人
（
在
住
者
、
在
勤
者
、
通
学
者
）　

＊
問
い
合
わ
せ
先　

　
　
八
代
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
☎︎
０
９
６
５
（
３
３
）
４
１
６
２

　
　
八
代
市
市
民
活
動
政
策
課

　
　
　
　
☎︎
０
９
６
５
（
３
３
）
４
４
８
２

消
費
生
活
特
別
相
談

　
平
成
29
年
度
か
ら
令
和
元
年
度
に
か
け
て
、
国
の
支
援

の
も
と
、
佐
敷
地
区
を
中
心
に
行
い
ま
し
た
自
動
運
転
サ
ー

ビ
ス
の
実
証
実
験
に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年
７
月
豪
雨
の
影

響
に
よ
り
事
業
を
休
止
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
。
今
回
の
実

証
実
験
期
間
は
本
年
度
を
も
っ
て
終
了
の
た
め
、
今
後
、
路

自
動
運
転
サ
ー
ビ
ス
の

　
電
磁
誘
導
線
な
ど
の
撤
去
工
事
に
つ
い
て

林
業
退
職
金
共
済
制
度
（
林
退
共
）
へ
加
入
し
ま
せ
ん
か

　
林
退
共
は
、
昭
和
57
年
に
発
足
し
た
林
業
界
で
働
く
人

の
た
め
に
国
が
作
っ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方
々
が
、
従
事
者
の
働
い
た

日
数
に
応
じ
て
掛
金
と
な
る
共
済
証
紙
を
共
済
手
帳
に
貼

り
、
そ
の
従
事
者
が
林
業
界
を
辞
め
た
と
き
に
林
退
共
か

ら
退
職
金
を
支
払
う
と
い
う
、
い
わ
ば
林
業
界
全
体
の
退

職
金
制
度
で
す
。
詳
し
い
こ
と
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

＊
問
い
合
わ
せ
先

　
　
独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

　
　
　
林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　
　
　
　
☎︎
０
３
（
６
７
３
１
）
２
８
８
９

◦
練
習
日
時

　
　
毎
週　
月
・
水
・
金
曜
日　
18
時
30
分
〜
20
時
ま
で

◦
練
習
場
所

　
　
水
俣
市
内
の
武
道
館　

　
　
※
今
後
、
芦
北
警
察
署
で
練
習
再
開
予
定

◦
対
象
者

　
　
小
学
生
及
び
中
学
生

　
　
※
年
長
少
年
も
場
合
に
よ
っ
て
は
可
能　
　
　
　
　

＊
問
い
合
わ
せ
先

　
　
芦
北
警
察
署　
生
活
安
全
係　

　
　
　
　
　
☎︎
（
８
２
）
３
１
１
０

芦
北
警
察
署
少
年
柔
道
会
部
員
募
集
！

　
芦
北
町
で
は
令
和
４
年
１
月
１
日
〜
12
月
31
日
ま
で
の

１
年
間
に
、
ス
ポ
ー
ツ
及
び
文
化
関
係
で
活
躍
さ
れ
た
優

秀
な
個
人
・
団
体
・
指
導
者
を
顕
彰
し
ま
す
。
左
記
に
該

当
す
る
人
は
、
１
月
13
日
（
金
）
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

○
芦
北
町
内
在
住
者
か
つ
芦
北
町
の
住
民
票
を
有
す
る
者
で
１
年

　
間
で
最
も
活
躍
し
た
個
人
、
芦
北
町
内
の
団
体
・
指
導
者

◦
個
人
の
部

　
①
全
国
大
会
で
６
位
以
内
に
入
賞
し
た
者

　
②
九
州
大
会
で
３
位
以
内
に
入
賞
し
た
者

　
③
県
大
会
で
優
勝
し
た
者

◦
団
体
の
部

　
①
学
校
及
び
団
体
等
に
お
い
て
、
全
国
大
会
で
６
位
以

　
　
内
に
入
賞
し
た
者

　
②
学
校
及
び
団
体
等
に
お
い
て
、
九
州
大
会
で
３
位
以

　
　
内
に
入
賞
し
た
者

　
③
学
校
及
び
団
体
等
に
お
い
て
、
県
大
会
で
優
勝
し
た　

◦
指
導
者
の
部

　
全
国
大
会
等
で
準
優
勝
以
上
に
導
い
た
指
導
者

＊
問
い
合
わ
せ
先

　
　
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
課　

　
　
　
☎︎
（
８
７
）
１
１
７
１
（
内
線
１
４
３
、１
４
５
）

芦
北
町
ス
ポ
ー
ツ
賞
・
文
化
振
興
奨
励
賞
に
つ
い
て

　
自
然
体
験
や
遊
び
を
通
し
て
英
語
に
慣
れ
親
し
み
、
異

学
年
や
他
校
の
児
童
と
ふ
れ
あ
い
、
積
極
的
に
人
と
関
わ

ろ
う
と
す
る
態
度
を
育
て
ま
せ
ん
か
。　
　

◦
日
時　
令
和
５
年
１
月
21
日
（
土
）、
１
月
22
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
15
時
30
分

◦
申
込
期
間

　
令
和
４
年
12
月
24
日
（
土
）
９
時

　
　
　
　
　
　
　
　
〜
令
和
５
年
１
月
７
日
（
土
）
17
時

＊
問
い
合
わ
せ
先

　
　
熊
本
県
立
あ
し
き
た
青
少
年
の
家　

　
　
　
　
　
☎︎
（
８
２
）
３
０
９
２

小
学
生
英
語
体
験
教
室
A
・
B
・

Sea
参
加
者
募
集

▲詳細ＱＲ

　
公
益
財
団
法
人
・
国
際
青
少
年
研
修
協
会
で
は
、
春
休
み

海
外
研
修
交
流
事
業
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
海
外

生
活
を
通
し
て
交
流
を
体
験
し
、
国
際
感
覚
を
養
う
こ
と
を

目
的
に
開
催
し
ま
す
。

◦
内
容　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
英
語
研
修
・
学
校
訪
問
等

◦
日
程　
令
和
５
年
３
月
26
日
〜
４
月
６
日

◦
対
象　
小
学
３
年
生
〜
高
校
３
年
生

◦
締
切　
令
和
５
年
１
月
25
日
（
水
）　　
　
　
　

＊
問
い
合
わ
せ
先
・
資
料
請
求

　
　
（
公
財
）
国
際
青
少
年
研
修
協
会　
　

　
　
　
　
　
☎︎
０
３
（
６
８
２
５
）
３
１
３
０

春
休
み
海
外
研
修
交
流
事
業
参
加
者
募
集

面
補
修
工
事
の
際
に
支
障
と
な
る
こ
と
か
ら
、
道
路
に
埋
設

し
て
い
る
電
磁
誘
導
線
の
撤
去
工
事
を
行
い
ま
す
。
工
事
期

間
中
、
地
域
の
皆
さ
ま
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す

が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

＊
問
い
合
わ
せ
先　

　
　
　
企
画
財
政
課 

復
興
創
生
推
進
室
（
内
線
２
５
２
）

　
　
　
（
株
）
オ
リ
エ
ン
タ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
０
９
２
（
４
０
２
）
４
６
７
９
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大　根　　　　２ / 3 本
だし昆布　　　5 ㎝
みりん　　　　大さじ 2
醤　油　　　　大さじ 2
カイワレ大根　1 パック
オリーブ油　　大さじ１
ニンニク　　　2 か け

～  ヘ ル ス メ イ ト が 勧 め る 野 菜 料 理  ～

一 口 目 は 野 菜 か ら

健康ルーム　Vol.54
健康ルーム

美しく老いる①
〜若々しくいるために〜

健康増進課
Facebookで
情報発信中

　　
み
な
さ
ん
が
老
い
を
感
じ
る
と
き
は
ど

の
よ
う
な
と
き
で
し
ょ
う
か
？

　
い
つ
ま
で
も
若
々
し
く
い
た
い
も
の
で

す
が
、誰
に
で
も
老
い
は
必
ず
訪
れ
ま
す
。

若
々
し
さ
を
決
め
る
の
は
顔
や
髪
、姿
勢

等
の
見
た
目
も
あ
り
ま
す
が
、そ
れ
ら
を

作
っ
て
い
る
の
は
日
々
の
食
事
や
運
動
等

の
生
活
習
慣
で
す
。

① 

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事

　
お
い
し
い
と
感
じ
る
も
の
は
、カ
ロ
リ
ー

が
高
か
っ
た
り
、肌
老
化
を
引
き
起
こ
す
原

因
と
な
る
糖
質
や
脂
肪
が
多
い
も
の
が
多

く
、食
べ
過
ぎ
る
と
生
活
習
慣
病
を
発
症

す
る
な
ど
健
康
に
も
影
響
が
あ
り
ま
す
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
食
事
の
基
本
は
、主
食
・主
菜
・副
菜
を

揃
え
る
こ
と
で
す
。こ
の
３
つ
を
揃
え
る
意

識
を
持
つ
だ
け
で
も
、栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
食
事
に
近
づ
い
て
い
き
ま
す
。

② 

適
度
な
運
動

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
等
の
有
酸
素
運
動
は
、血

糖
値
を
下
げ
る
働
き
や
、糖
質
や
脂
肪
の

消
費
を
促
し
ま
す
。で
き
れ
ば
毎
日
30
分

以
上
、少
な
く
と
も
週
２
～
３
回
程
度
行
う

だ
け
で
も
、効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

③ 

質
の
良
い
睡
眠

　
眠
っ
て
い
る
間
に
分
泌
量
が
増
え
る
成

長
ホ
ル
モ
ン
は
、子
ど
も
の
成
長
に
必
要

な
ホ
ル
モ
ン
で
す
が
、大
人
に
と
っ
て
は
、

細
胞
の
修
復
や
骨
、筋
肉
を
作
る
働
き
等

が
あ
り
、老
化
を
防
ぎ
若
々
し
く
健
康
な

体
を
維
持
す
る
た
め
に
重
要
な
働
き
を
し

て
い
ま
す
。成
長
ホ
ル
モ
ン
が
特
に
多
く

分
泌
さ
れ
る
の
は
、最
も
眠
り
の
深
い
「
ノ

ン
レ
ム
睡
眠
時
（
眠
り
始
め
の
３
時
間
）」

で
す
。寝
る
直
前
ま
で
ス
マ
ホ
な
ど
の
デ

ジ
タ
ル
機
器
を
使
用
す
る
と
寝
つ
き
が
悪

く
な
っ
た
り
、眠
り
が
浅
く
な
っ
た
り
す
る

原
因
に
な
る
た
め
使
い
方
に
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

大根ステーキ
① 大根は 2cm 厚さの輪切り。皮をむいて面取りし、

鍋に水とだし昆布を入れて煮る。水けをきり★　
に漬ける。

② フライパンにオリーブ油を入れ、にんにくを炒
　めて取り出す。大根の両面を焼き、残っている
　★を加えて煮からめる。
③ 器にカイワレ大根を敷いて、②の大根を盛り、

にんにくを添える。

作り方材料４人分

｛★

シ
ワ
や
シ
ミ
が
増
え
た

　
　
　
疲
れ
が
抜
け
に
く
い

　
　
　
　
　
　
　
　
足
腰
が
痛
い

１人分：エネルギー85Kcal　塩分1.4g

あ
 し

 た の た め
 に健康

ROOMき

   た   え   よ    
う

大根がおいしい時期です。ボリュームと歯ごたえがあるメニューです。
オリーブ油とにんにくを使うことで、いつもと一味違う大根が味わえます。

冬
の
庭
紅
冴
え
る
山
茶
花
の
寒
さ
い
と
わ
ぬ
姿
い
と

お
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
来
　
道
子

短
　
歌

芦
北
短
歌
会

割
烹
着
赤
く
大
き
な
花
柄
を
選
び
て
明
日
の
米
を
研

ぐ
夜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
門
寺　
真
弓

一
玉
の
柚
子
も
ぎ
取
れ
ば
手
の
中
に
た
ち
ま
ち
冬
の

香
り
た
ち
く
る　
　
　
　
　
　
　
　
才
田　
明

飴
色
に
仕
上
が
る
よ
う
に
陽
に
当
て
て
親
子
で
吊
る

す
渋
柿
百
個　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
田　
み
の
ぶ

Ｅ
テ
レ
で
辻
井
さ
ん
の
弾
く
ピ
ア
ノ
聞
く
文
化
の
日

手
指
は
跳
ね
る　
　
　
　
　
　
　
　
鳥
居　
静
子

　
吉
尾
地
区
に
は
戦
国
時
代
、
吉
尾
城
主
と
し

て
相
良
家
家
臣
の
吉
尾
大
学
と
子
の
塩
山
浅
之

助
が
い
た
と
い
い
、
現
在
も
吉
尾
城
跡
に
は
多

重
堀
切
な
ど
、
相
良
家
の
城
郭
構
造
の
特
徴
が

よ
く
残
っ
て
い
ま
す
。

　

地
名
の
由
来
は
、
戦
後
、
熊
本
県
警
が
ま

と
め
た
『
芦
北
水
俣
実
態
調
査
』
に
は
、「
大

昔
、
神
様
が
四
つ
の
海
を
渡
っ
て
き
た
こ
と

か
ら
「
四
つ
塩
（
よ
つ
し
お
）」
と
言
っ
た
の

が
、
い
つ
の
間
に
か
吉
尾
（
よ
し
お
）
に
な
っ

た
と
い
う
」
と
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
根
拠

等
も
不
明
で
良
く
分
か
り
ま
せ
ん
。

　
全
国
の
「
吉
尾
」
地
名
を
調
べ
て
み
る
と
、

宮
崎
県
都
城
市
吉
尾
町
は
、
も
と
も
と
大
淀
川

や
沖
水
川
に
囲
ま
れ
た
低
湿
地
で
居
住
不
適
地

で
し
た
が
、
戦
時
中
、
陸
軍
飛
行
場
建
設
に
伴

う
立
ち
退
き
移
住
地
と
し
て
開
発
さ
れ
ま
し

た
。
江
戸
時
代
後
期
の
資
料
に
は
「
吉
王
」
と

記
さ
れ
、
こ
れ
と
よ
く
似
た
地
名
で
あ
る
熊
本

県
八
代
市
千
丁
町
吉
王
丸
に
は
大
耄
（
お
お
ふ

け
）
と
い
う
地
名
が
あ
り
ま
す
。

　

　
熊
本
で
は
「
ふ
け
」
は
湿
地
を
意
味
し
、
吉

王
丸
に
隣
接
し
て
「
太
牟
田
」「
新
牟
田
」
と

湿
地
を
意
味
す
る
「
む
た
」
地
名
が
あ
る
こ
と

か
ら
、「
吉
」
は
湿
地
に
生
え
る
「
葭
」
に
由

来
す
る
の
で
し
ょ
う
。
地
形
的
に
都
城
市
吉
尾

町
も
同
じ
よ
う
な
由
来
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

当
町
の
吉
尾
地
区
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
よ
う

で
す
。

　
一
方
、
新
潟
県
上
越
市
吉
尾
は
、
桑
取
谷
と

呼
ば
れ
る
山
間
部
の
谷
筋
に
あ
り
、
当
町
の
吉

尾
地
区
と
同
じ
よ
う
な
急
峻
な
狭
い
谷
筋
地
形

に
位
置
し
ま
す
。
全
国
的
に
内
陸
部
に
あ
る

「
し
お
（
し
ほ
）、
し
ぶ
」
な
ど
の
地
名
は
、
狭

い
谷
が
入
り
組
ん
だ
地
形
を
「
皺(

し
わ)

状

に
萎(

し
ぼ)

ん
だ
（
地
形
）」
と
表
し
た
こ

と
に
由
来
す
る
と
さ
れ
ま
す
。
吉
尾
城
主
の
子

の
名
字
が
「
塩
山(

し
お
や
ま)

」
で
あ
る
こ

と
か
ら
も
、
谷
地
を
表
す
「
し
お
」
に
接
頭

語
、
ま
た
は
美
称
で
あ
る
「
よ
」
が
付
い
て
吉

尾
（
よ
し
お
）
の
地
名
が
付
い
た
、
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

地
名
の
お
話
し 

⑦

日常の書
今 村 富 美 子

町 民 講 座

若
々
し
く
い
る
た
め
に
は
・・・
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火事と救急は119番
芦北消防署　☎（82）4731

事件・事故は110番
芦北警察署　☎（82）3110安 安 心全

だより
安

スプレー缶などによる
　　火災・事故を無くそう！

　私たちの生活の中でもよく使われているスプレー缶（ヘアスプレー、殺虫剤等）ですが、使い方や捨て方などを
間違えてしまうと火災や事故につながってしまいます。
　全国的にも多く発生しており、その件数は毎年100 件を超えています。
　そこで、今回は事故防止のための注意点を紹介します。

① 使い切らずに捨てる時には、火気のない屋外で残存ガスがなくなるまで
噴射し町の分別方法に従って廃棄してください。

② スプレー缶等は、厨房器具や暖房器具付近の高温となる場所や、直射日
光と湿気を避けて保管し、厨房器具や暖房器具等の付近では使用しな
いでください。　　　　　　

③ カセットボンベは、カセットコンロ本体に正しく装着されていることを確
認してから使用してください。

カセットボンベ・スプレー缶等の火災・事故を防ぐために

　
沿
岸
警
備
協
力
隊
の
八
里
政
夫
さ

ん
が
、長
年
の
活
動
に
対
す
る
功
績

を
た
た
え
、警
察
本
部
長
か
ら
表
彰

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
八
里
さ
ん
は
、平
成
13
年
に
入
会
。

平
成
23
年
か
ら
は
同
会
会
長
に
就

任
さ
れ
、そ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も

と
、組
織
の
維
持
強
化
や
犯
罪
抑
止

活
動
に
努
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
沿
岸
警
備
協
力
隊
は
、水
難
事
故
、

人
命
救
助
、密
入
国
な
ど
の
沿
岸
犯

罪
の
未
然
防
止
活
動
な
ど
に
、ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

長
年
の
功
績
を
た
た
え
感
謝
状
贈
呈

▲感謝状を授与された八里政夫さん

年末の犯罪を
　　　未然に防止しよう！

　年末は、人の動きが活発になり「凶悪事件」
の発生や高齢者を狙った「電話でお金詐欺」
子どもや女性に対する「わいせつ事件」などが
多発する時季です。
　警察ではパトロールを中心に年末の犯罪抑
止活動を実施します。　

　みなさんも犯罪被害に遭わな
いように、戸締まり、暗い夜道は
歩かない、車内に貴重品を置い
たままにしないなど、防犯対策
を心がけましょう。

これから寒くなり火気を取扱う機会が増えますので、十分ご注意ください！

芦北
　消防署

芦北
　警察署

12/22 木
23 金 ・３〜４か月児健診
24 土
25 日
26 月
27 火
28 水
29 木
30 金
31 土

1/1 日 ・七浦てらさきクリニック

2 月 ・百崎内科医院

3 火 ・六車医院
4 水
5 木
6 金
7 土

8 日
・竹本医院
・第 73 回熊日三太郎駅伝競走大会
・芦北町成人式

9 月 ・芦北クリニック
10 火
11 水
12 木
13 金 ・１歳６か月児健診
14 土
15 日 ・松本医院

16 月 ・7 〜８か月児健診
17 火

イベント・当番医カレンダー
R4.11.1 〜 11.30 受付分（敬称略）受付件数 5 件

※本町窓口に届け出た人で、承認を得た人を掲載しています。
　町外に提出した人で、掲載を希望する場合は、役場総務課
　秘書広報室までご連絡ください。

隼斗
拓馬
織香
徹　
孝大

１０. ２７
１１．  １
１１．  ７
１１．  ９
１１．  ９

緒方　優
ゆ な

那
楠浦　紫

む ぎ
杏

古⻆　咲
さ ほ

穂
早川　令

りょうま
真

田上　琴
こ と は

華

　氏　　名　　  出生日　  性別　 保護者　　  区

女
女
女
男
女

沖
向町
高岡北
花岡西
湯浦東

９２
９８
９１
９３

１００
８０
８３
７２
７４
６７
７４
８３
８５
８８
４１
９３
９０
８６
９４
８６
９３
８９

井牟田１
井牟田１
鶴木山
宮崎
白木
田浦２
平生
湯浦南
田川
小田浦２
田浦町１
白岩
計石東
花岡西
花岡西
宮崎
湯浦南
小田浦６
黒岩
大岩二
白木
向町

 １１.　２
 １１． ３
 １１． ５
 １１． ６
 １１． ７
 １１． ７
 １１． ９
 １１．１０
 １１．１２
 １１．１４
 １１．１５
 １１．１６
 １１．１６
 １１. １７
 １１. ２０
 １１. ２２
 １１. ２３
 １１. ２５
 １１. ２６
 １１. ２６
 １１. ２７
 １１. ３０

R4.11.1 〜 11.30 受付分（敬称略）受付件数２7 件

　 氏　　名          死亡日　      年齢　　　   区　

※本町窓口に届け出た人で、承諾を得た人を掲載しています。
　なお、掲載の承諾には署名・押印が必要です。

松本　堅　
川本　カチ子
田中　秋雄
寺川　ミサヲ
木倉　ハル子
中野　精
平生　巌
村添　憲夫
迫本　秋夫
元山　勝美
島本　重行
村中　津根子
橋本　フジエ
水口　スギノ
中村　真矢
谷口　ツギ子
平野　須惠子
溝﨑　好子
松葉　トシエ
坂口　忠明
白田　フジノ
荒木　文子

お誕生おめでとう

ご冥福をお祈りします

人 口　　　１５，７４７人　 （− 39）
男 　　　   ７，４８４人　 （− 19）
女 　　　   ８，２６３人　 （− 20）

65歳以上　　　　７，２５０人　  （− 4 ）
世 帯 数　　　　６，９９４世帯    （− 3）

人口のうごき（R4.12.1 現在）（　）内は前月比

第７３回 熊日三太郎駅伝競走大会
令和５年

午前８時５０分スタート（水俣市役所前）

第５中継所（馬出野三叉路）　　　　  9:54
第６中継所（牛渕バス停前）　　　　１０：０８
第７中継所（勤労者福祉会館前）　　１０：１９
第８中継所（佐敷太郎トンネル入口） １０：３１
第９中継所（滝の上橋）　　　　　　１０：４２
ゴール　　（地域活性化センター）　 １０：５６

町内各中継所の通過予定時刻

１月８日（日）

ご声援よろしくお願いいたします!
３年 ぶりに 開 催 !
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芦北町特産品等当る
おたのしみ抽選
芦北町特産品等当る
おたのしみ抽選

【露店など出店あり】【露店など出店あり】

雨天決行雨天決行

令和5年1月13日（金）令和5年1月13日（金）※郵便振替の場合は、令和4年12月23日㈮当日処理分まで
※インターネット・事務局での申込は、令和5年1月13日㈮17時まで

http://www.ashikitautase-marathon.jp/

20232023

ASHIKITAASHIKITA
UTASE MARATHONUTASE MARATHON
2023.3.262023.3.26（SUN）（SUN）
芦北海浜総合公園芦北海浜総合公園
3Km/5Km/10Km/ ハーフマラソン3Km/5Km/10Km/ ハーフマラソン

申込
期間
申込
期間

申込先申込先

定　員定　員

参加費参加費
芦北うたせマラソン大会実行委員会事務局　 芦北町役場商工観光課
〒869-5498  熊本県葦北郡芦北町大字芦北2015番地  ☎0966-82-2511

【小・中学生】1,500円  【高校生】2,000円  【一般】3,500円

検索検索芦北うたせマラソン

※参加料の入金先着による定員締切2,000名 主催 /芦北町・芦北うたせマラソン大会実行委員会

2023  芦北うたせマラソン大会2023  芦北うたせマラソン大会 3月26日(日)3月26日(日)

復興へ全力疾走復興へ全力疾走


